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 自分らしさを生かし、

ともに生活を楽しむ幼児

の育成 

 前期研究までの成果を踏まえ、目指す幼児の育成に向けて、今期

研究から、「夢中になって遊ぶ子どもの姿を求めて～学びをつなぐ

～」をテーマとした研究をスタートした。夢中になって遊んでいる

姿とそうでない姿についての事例収集等を通して、夢中になって遊

ぶ子どもの姿を支えるための教師の援助や子どもの夢中を引き出し

たものや活動を考察した。また、幼稚園で培った学びを小学校につ

なぐ観点から、架け橋プログラムの推進にも力を注いだ。取組の成

果と課題を研究大会で発信し、２年次に向けて研究の方向性を見出

すことができた。 

９月に預かり保育の開所が実現した。幼稚園の在り方検討 WGで

園の課題について検討を重ねてきた成果である。また、同 WGで幼

小連携と少子化に対応した組織改編案を作成し、文部科学省への

事前相談を行った。令和 10年度に組織改編をする予定である。 

社会の変化に対応した園運営で教育活動を推進し、これからも

地域に貢献する附属幼稚園を目指していきたい。  
                            

項 
目 

具体的な目標 
（評価指標） 

評価 成果（○）と課題（・） 改善策 

１ 
 

研究 

保育の質向上 
と情報の共有 
 

 ～子どもの育ち
の視点から～ 

 

Ａ 

○ 「夢中になって遊ぶ」

という視点で保育をす

ることで、保育の質の

向上につながってい

る。 

○ 保護者が夢中になっ

て遊んでいる子どもの

様子や学芸会などの行

事の様子を見て、成長

を感じてくれている方

が多い。 

○ 架け橋プログラムと

して幼小合同研修会を

開催し、幼児教育で大

切にしていることを小

学校全教職員に対して

発信した。また、小学校

公開授業参観に努め

た。授業から、新たな学

びがあった。 

・ 教職員間で行うカン

ファレンス等での情報

交換で、保育の質の向

上という視点では不十

分だという意見があ

る。 

◇ カンファレンス等教職員
で情報交換をする機会を増
やし、保育の質の向上につ
ながる幼児理解や援助など
を相談する。また、他附属園
や松山市立幼稚園での研修
会に積極的に参加し、学ん
だことを教職員に周知し
て、保育の質の向上につな
げる。 

◇ 架け橋プログラムとして
学びをつなぐ観点での取組
を推進する。 

 

保育の質向上 
と情報の共有 

 
～情報の効果的
な共有化の視点
から～ 

Ａ 

○ わくわくステーショ

ンを楽しみにしている

保護者は多い。子ども

との会話につながって

いる。また、写真を見

て、子どもの遊びの様

子をより具体的に知っ

◇ 保護者へ保育の意図や育
ちについての縦のつながり
などが伝わるように、更に
情報発信の方法を工夫す
る。具体的には、その日あっ
たことだけを伝えるのでは
なく、保育の意図について、
学級部会や日々の降園前連

（研究テーマ） 
夢中になって遊ぶ子どもの
姿を求めて 

～学びをつなぐ～ 



てもらうことにつなが

っている。 

・ 一方で載っている写

真を見て、「もっと自然

な様子が見たい」「友達

とのかかわりを広げて

ほしい」と考える保護

者もいる。また、預かり

保育を利用する保護者

は、降園前連絡を聞く

ことができない不安を

抱いている方もいる。 

絡でしっかりと伝える。 
◇ 保護者一人一人にあった
連絡が求められている。預
かり保育を利用し、降園前
連絡を聞くことができてい
ない保護者には、登園時の
時間を活用し、前日の遊び
の様子や最近の遊びの様子
を伝える。 

 
 

2 
 

教育 
課程 

 
 

子どもの育ちを 
支える園行事の 
工夫・改善 
 
～個々の育ちを 
支える教育課程
の実施～ 

 

Ａ 

○  必要な行事を日々
の保育と連動させな
がら確実に実施する
ことができた。 

○  架け橋カリキュラ
ムの作成、実施、見直
しを行った。 

・ 行事に向かうまでの
活動や終わってからの
余韻も含めた実施計画
や教師間の目的の共有
が必要である。 

◇ 幼児の育ちにとっての意
義、発達に応じた活動内容
や活動の流れなどを事前・
事中に教師間で確認しなが
ら、行事に取り組む。 

◇ 週毎の反省やドキュメン
テーション、期の振り返り 

を生かし、次の活動や次年
度の行事の計画につなぐ。 

◇ 架け橋カリキュラムにつ
いては、研究の視点から幼
小合同で研修を充実させ、
改善を図る。 

子どもの育ちを 
支える園行事の 
工夫・改善 
 
～園の活動や行事
の工夫～ 

Ａ 

〇 運動会や学芸会等を
とおして、成長した姿
を見ることができたと
感じている保護者が多
い。全学年を参観し、
幼児の育ちについての
理解が促されている。 

・ 保護者から園行事へ
の参加の在り方につい
ての要望が多い。各行
事の目的を共有し、協
力を得ていく必要があ
る。 

◇ 園評価等を活用して保護
者の思いを迅速に受け止
め、園の活動や行事の目的
を明確に定めた上で反映さ
せていきたい。そのために
も、執行部との連携を継続
して大切にする。 

◇ 行事の中でＰＴＡに協力
をお願いするところについ
ては、事前に意図を説明す
るとともに、関わってよか
ったと思えるように配慮す
る。 

３ 
 

連携 

附属学校・大学 
等との連携強化 
 
～附属校との交流
の保障～ 

Ａ 

〇 各校との交流は、計
画的に行うことができ
た。子どもたちにもよ
い影響がある。各校の
先生方と顔見知りにな
ることでより交流がし
やすくなる。積極的に
幼稚園側からも働き掛
けていきたい。 

・ 小学校とは、幼児の
学びをつなぐ観点の連
携が求められている。 

◇ 各交流活動のねらいを明
確にした交流活動を行う。 

◇ 架け橋プログラムとして
学びをつなぐ観点での取組
を推進する。 

 

家庭・附属学校・ 
大学等との連携 
強化 
 
～大学とつながる 
活動の実践～ 

Ａ 

○ 幼稚園の在り方 WG
では、附属学校園担当
副学長、教育学部長、大
学幼児教育担当教員、
小及び中学校管理職、
事務職員がメンバーに
なり幼稚園の課題につ
いて検討を重ねた。令
和７年９月から預かり
保育（にじいろ）の開所

◇ 今後は、預かり保育の実
施体制について改善をして
いく必要がある。 

◇ 子育てミニ講座は、講座
内容をより具体的に発信し
て参加者を募る。大学の先
生方の協力を得て継続した
活動にしていくためにも保
護者の協力が必要である。 

◇ 大学の先生と行う勉強会



が実現した。 
○ 子育てミニ講座は、
希望する内容について
アンケートを実施し、8
回開催した。保護者が
興味関心を持っている
講義内容を諸先生方が
準備してくださり、参
加者から好評を得てい
る。参加が難しい保護
者に向けて、HPで内容
を発信している。かね
てより要望のあった附
小１・２年生の保護者
にも開催案内をした。 

・ 積極的に大学の先生
方に頼って、保育もよ
い方向へとつなげてい
けたらよい。 

の内容を充実させ、保育の
質の向上に努める。 

４ 
 

企画 
情報 

  情報発信の 
工夫・充実 

 
～ＨＰ等を活用し
た情報発信につ
いて～ 

Ａ 

○ 保育支援アプリを導
入し、１家庭につき何名
名でもアプリ登録が可
能になった。避難訓練で
の保護者参集連絡、園及
び PTAからの文書配付、
アンケート機能の利用、
各行事のプログラム配
付等利用頻度が高い。 

○ 教職員は、同アプリの
園務支援のシステムを
活用し、業務改善を図っ
ている。預かり保育にお
いては、降園時刻の正確
な時刻を打刻して、保育
料算出根拠資料を作成
している。 

・ HP、インスタグラム、
ドキュメンテーション
と園児の様子を伝達す
る手段が多岐に渡って
いる。 

◇ 保育支援アプリを有効に
活用し、教職員の業務改善
を図る。 

◇ HP、インスタグラム、ドキ

ュメンテーションと多様な方

法で情報発信を行っている。

それぞれ目的やターゲットが

異なるので一本化はできな

い。現状の更新頻度を保てる

ように努力したい。 
 

５ 
 

健康
安全 

 

子どもの命を守
る健康安全教育 
～健康・安全につ
いての意識や行動
力を育てる取組～ 

Ａ 

○ 幼児に対し、手洗い
やうがい等の実施、歯
磨きについて、丁寧な
保健指導を継続した。 

〇 交通安全教室では、
松山東署、交通安全協
会、ＰＴＡ執行部の協
力を得て、実施した。登
降園時には、幼児と保
護者が手をつないで交
通安全に気を付けて歩
くことを繰り返し伝え
て、理解促進に努めて
いる。 

・ 登降園時の歩き方に
ついては、危険を感じ
る場面があった。 

◇ 登降園時の歩き方につい
ては、普段の降園前連絡や
教員による見守り等により
保護者の啓発を行い、保護
者と連携して、交通安全に
努めたい。 

子どもの命を守
る防災教育 
～災害時に自分の
命を守る行動力を
育てる取組～ 

Ａ 

〇 火災、地震、不審者対
応など、様々な状況を
想定して避難訓練を毎
月実施した。事前事後
指導を丁寧に行うこと

◇ 避難訓練を定期的に行
い、非常時の約束事（近くの
教師の所に集まる、おかし
もち等）を繰り返し確認す
ることで、幼児の安全につ



で、教師も幼児も安全
への意識を高めること
ができた。 

○ 持田構内の４校園で
合同避難訓練を実施で
した。同日に幼児の引
渡し訓練を行い、導入
したアプリを使って保
護者への引渡しを訓練
し、課題を見出すこと
ができた。 

いての意識を高めたい。 
 

子どもの命を守
る健康安全・環
境整備 
 
～安心・安全な保
育環境の整備～ 

Ａ 

○ 毎月の安全点検を丁
寧に行っている。遊具
の劣化、園舎の老朽化
に伴う必要な修繕や樹
木の剪定を依頼して対
応している。 

○ 草刈りは用務員さん
に依頼している。夏季
は草が伸びやすいた
め、お願いする頻度を
多くした。 

○ 年中児保育室の和式
トイレを洋式トイレに
改修した。 

・園内には和式トイレが
３か所残っているが、
使用する幼児は、ほと
んどいない。 

・築山の劣化等改修依頼
を毎月大学に提出して
いるものの、改修・修繕
に至らない。 

◇ 園庭や登降園経路の環境
整備については、事務課や
用務員室と連携を図る。 

◇ 令和８年度創立１４０周
年記念事業として、築山の
改修、総合遊具のメンテナ
ンス、全トイレの洋式化等
を予定している。 

◇ 園庭、園舎の環境整備に
ついては、季節に応じて計
画的に保護者に協力をお願
いして実施する。 

※ 各種評価データを基礎資料とし、協議・考察した結果を自己評価とする。 

※ 4段階評価  3.4Ｐ以上…Ａ、 2.8Ｐ以上…Ｂ、 2.8Ｐ未満…Ｃ 


